
御代田町子育て支援事業 児童館事業の紹介

先
生
の

今
月
の
ひ
と
こ
と

子育て中の

お母さん、お父さんへ

子どもたちが遊び

親たちもたのしめる

そんな交流の場があります。

親子で手をつないで

遊びに来てください。

７月の予定

今
回
は

大
林
児
童
館

尾
沼
館
長
で
す

　

大
林
児
童
館
で
は
午
前
中
主
に
幼
児
連
れ
の
親

子
が
来
館
し
、
育
児
相
談
、
友
達
づ
く
り
な
ど
自

由
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
に『
ひ
だ
ま
り
っ
こ
』を
開
催
し
、

厚
生
員
の
指
導
で
製
作
、
運
動
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
は
児
童
ク
ラ
ブ
に
な
り
ク
ラ
ブ
児
童
が
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て「
た
だ
い
ま
〜
」と
来
館
し
、

学
校
の
宿
題
を
す
ま
せ
て
か
ら
サ
ッ
カ
ー
、
縄
跳

び
、
一
輪
車
、
折
り
紙
な
ど
を
し
て
元
気
に
遊
ん

で
い
ま
す
。
特
に
一
輪
車
は
１
級
か
ら
10
級
ま
で

の
検
定
が
あ
り
、
月
に
１
度
の
審
査
は
子
ど
も
た

ち
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
来
館
し
楽
し
く
安
心
し
て
活
動
で
き
る

場
所
と
し
て
児
童
館
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

•
町
民
課
こ
ど
も
係 

（
32
）3
1
1
1（
内
線
47
・
74
）

•
平
和
台
児
童
館 

（
32
）5
8
0
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•
東
原
児
童
館 

（
32
）5
7
6
9 
 
 
 
 

•
大
林
児
童
館 

（
32
）0
1
5
4 
 
 
 
 

大
林
児
童
館
の
紹
介

 

平
和
台
児
童
館

７
月
２
日（
木
）

《
七
夕
飾
り
》

い
ろ
ん
な
飾
り
を
作
っ
て
い
っ
ぱ

い
か
ざ
ろ
う
。

７
月
７
日（
火
）

《
色
水
あ
そ
び
》

ど
ん
な
色
に
な
る
か
な
？

７
月
９
日（
木
）

《
し
ゃ
ぼ
ん
玉
あ
そ
び
》

７
月
14
日（
火
）

《
お
誕
生
会
》

７
月
16
日（
木
）

《
食
育
》

７
月
21
日（
火
）

《
プ
ー
ル
あ
そ
び
》

７
月
23
日（
木
）

《
プ
ー
ル
あ
そ
び
》

「
ひ
だ
ま
り
っ
こ
」の
予
定

※
活
動
に
よ
っ
て
は
、
持
ち
物
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
各
児
童
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
行
事
予
定

夏
の
つ
ど
い　

参
加
費
１
０
０
円

　

毎
年
恒
例
の
夏
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
す
。

平
和
台
児
童
館　

７
月
31
日（
金
）

東
原
児
童
館　

７
月
28
日（
火
）

大
林
児
童
館　

７
月
28
日（
火
）

 

東
原
児
童
館

７
月
10
日（
金
）

《
お
は
な
し
会
》

７
月
17
日（
金
）

《
プ
ー
ル
あ
そ
び
》

持
ち
物　

水
着
、
タ
オ
ル
、

帽
子
な
ど

 

大
林
児
童
館

７
月
１
日（
水
）

《
七
夕
飾
り
》

７
月
８
日（
水
）

《
水
あ
そ
び
を
し
よ
う
》

持
ち
物　

水
着
、
タ
オ
ル
、

帽
子
な
ど

７
月
15
日（
水
）

《
水
あ
そ
び
を
し
よ
う
》

７
月
22
日（
水
）

《
水
あ
そ
び
を
し
よ
う
》

※
７
月
３
日（
金
）職
員
研
修
、

７
月
25
日（
土
）龍
神
ま
つ
り

の
た
め
、
全
て
の
児
童
館
が

休
館
に
な
り
ま
す
。
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●10カ月健診時に撮影した
写真を２カ月に分けて紹
介しています。

子育ての中で
大切にしたいこと

今の子どもたちは自己嫌悪にさいなまれている現実が統
計などからも明らかになっていますが、いま子育てで
もっと意識したいこととは自己肯定感をはぐくむことで
す。その土台となるのが親子関係の中ではぐくまれる
「自分を好きになる力」です。
親が『この子と出会えてよかった』と心から思えることで
あり、子どもが『この家庭でよかったなぁ』と感じられる
ことです。
そのためには子どもを見る視線としてのヨカッタさがし
を大切にしたいものです。
また、子どもに“ありがとう”と感謝の言葉をかける。
“ありがとう”は自己肯定感を高める言葉です。子どもば
かりに“ありがとう”を強要するのではなく、大人の方も
どんな些細なことでも“ありがとう”をもっともっとかけ
ることが大切です。
もうひとつ大切にしたいことは、心地よい体験や思い出
をどれだけ蓄えているのかが、人生はじめの時期にはと
ても大切なことになります。これらをどれだけ与えられ
るのかが、現代の子育てには求められているのではない
でしょうか。

最後にアメリカの心理学者のカール・ロジャースさんが
提唱している「共感的な姿勢」について紹介します。

人は誰でも、まわりの人から

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII

と感じたとき、自らの内にある「成長する力」を発揮し、
主体的に、意欲的に、物事に立ち向かっていく。

関心を持た
れている

大切にさ
れている

愛され
ている

認められ
ている

理解され
ている
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